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１. はじめに 
本報では、場所打ち鋼管コンクリート杭のアースドリ

ル工法による鋼管同時建て込み工法（鋼管外周コンクリ

ートオーバーフロー充填）の鋼管外周部のコンクリート

充填確認の現場施工試験の概要を述べるとともに、施工

試験により地中に構築した杭（以下、試験杭）の掘出し

調査および掘出した試験杭の曲げ性能試験を実施したの

で、報告する。 
２. 現場施工試験 
本施工試験は、場所打ち鋼管コンクリート杭の鋼管の

腐食に対する保護機能を確保するため、鋼管外周部のコ

ンクリートがオーバーフローにより確実に鋼管外周部に

充填されていることを確認する。試験杭の概要を表１に

施工地盤と試験杭の関係を図１に示す。 
表１ 試験杭の概要 

 
 
 
 掘削はアースドリル工法により行い、掘削長は鋼管先

端深度 GL－16.5ｍに対し、GL－16.6ｍとして施工した。 
施工手順図を図２に示す。 
 コンクリート打設時のオーバーフローによる充填の手

順は、以下のとおりに行った。 
(1)コンクリート打設時にコンクリートの打設面を随時
検尺確認し、打設面が鋼管上端に達したときをもってコ

ンクリートのオーバーフローの開始とした。 
(2)充填作業は、鋼管上端付近の外周コンクリートにバ
イブレータを挿入し、オーバーフロー充填された高さが

鋼管天端より鋼管長さの 1/2 程度になるまで、振動を与
えながら上下動を行い、コンクリート打設を継続した。 
(3)外周コンクリートが鋼管天端より鋼管長さの 1/2 程度
まで充填されたとき、バイブレータを鋼管下端位置まで

挿入し、振動を与えながら上下動を行った。 
(4)再度、鋼管上端付近の外周コンクリートにバイブレ
ータを挿入し、振動を与えながら上下動を行い、コンク

リート打設を継続した。 
(5)鋼管の上端まで外周コンクリートが充填されたこと
を確認した時点で、鋼管天端から鋼管長さの 1/2程度の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 施工地盤と試験杭の関係 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

図２ 施工手順図 

 

深さまでバイブレータを挿入し、振動を与えながら上下

動をコンクリートの天端が下降しなくなるまで行った。 
(6)外周コンクリートの天端が下降しなくなることが確
認された後、余盛りコンクリートを打設し、鋼管外周充

填の完了とした。 

試験杭 

鋼　　　管
鋼管径 板厚 鋼管長 先端深度

(㎜) (ｍ) (㎜) (㎜) (ｍ) (ｍ)

1,000 GL-16.6 800 9 12.5 GL-16.5

鋼管仕様
掘削径 掘削長

 

①杭芯セット
先行掘削 

②表層ｹｰｼﾝｸﾞ
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③軸部掘削

  

④掘削完了 

一次孔底処理 

（底浚い） 

⑤孔壁測定 ⑥鋼管建込み ⑦鋼管建込 

精度確認 

⑧トレミー管 

 建て込み 

⑨二次ｽﾗｲﾑ 

処理 

⑩生コン打設

ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ使用

⑪生コン打設

完了 
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３. 掘出した試験杭の調査 
 試験杭の掘出しは深礎工法で行い、揚重機により地上

に引上げた。試験杭は、１ｍ毎に外径の調査と鋼管外周

部かぶりコンクリート厚さの調査を実施した。また、試

験杭のかぶりコンクリートにフェノールフタレイン検査

を実施した。 

 測定状況及び検査状況を写真１に計測結果を図３に示

す。 

（１）掘出した試験杭の外径・鋼管外周部かぶりコンク

リート厚さの調査 

試験杭は、１ｍ毎に外周長を計測し外径を求めた。か

ぶりコンクリート厚さは、同様に１ｍ毎にコンクリート

をはつって１断面４箇所の厚さを測定した。 

調査の結果、計測した外径は、所定の掘削径が確保さ

れていた。また、かぶり厚さは、測定全箇所 100mm 以上

であった。なお、ＪＡＳＳ５（鉄筋コンクリート工事）

では最小かぶり厚さを 60mm とし、ＪＡＳＳ４（杭・地

業および基礎工事）では、一般的な必要かぶり厚さを

70 mm としているので、いずれの数値に対しても、かぶ

り厚さは十分満足する結果であることを確認した。 

（２）フェノールフタレイン検査 

 コンクリートのハツリ面にフェノールフタレイン試薬

を噴霧した結果、アルカリ反応を示しており、かぶりコ

ンクリートは、十分なアルカリ分が含まれているコンク

リートであることを確認した。 

４．掘出した試験杭の曲げ性能試験 
掘出した試験杭の曲げ性能を確認するため、曲げ性能

試験を行った。 
（１）試験方法 
試験方法は、単純梁形式の中央部２点載荷とした。載

荷方法は一方向繰返し載荷とし、設計終局曲げモーメン

トまでは荷重制御、それ以降は変位制御とした。 
曲げ性能試験実施状況を写真２に示す。 

（２）試験結果 
設計値および計算値と実験値との比較を表２、曲げモ

ーメント－変位角の関係を図４に、N-M 曲線(計算値)

と実験値の関係を図５に示す。実験値は、設計値を大き

く上回る値であった。また、実材料強度を用いた計算値

と実験値を比較した結果、計算値と近似であることが確

認できた。 
５. まとめ 
場所打ち鋼管コンクリート杭の施工試験および掘出し

た試験杭の曲げ性能試験を実施し、施工試験では十分な

出来型の試験杭が確認でき、また、曲げ性能試験では実

材料強度による計算値に対して妥当な結果が得られた。 
 

 

 

 

 

 

 

写真１ かぶり厚さ測定及び 

フェノールフタレイン検査状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 外径・かぶり厚さ測定結果 

 
 
 
 
 
 

写真２ 曲げ試験実施状況 

表２ 設計値および計算値と実験値の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 曲げモーメント－変形角の関係 

 

 

 

 

 
 

図５ N-M 曲線と実験値の関係 
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測定
種別

先端
部

GL-
15.5m

GL-
14.5m

GL-
13.5m

GL-
12.5m,

GL-
11.5m

GL-
10.5m

GL-
9.5m

GL-
8.5m

GL-
7.5m

GL-
6.5m

GL-
5.5m

GL-
4.0m

基準
値

周長 3285 3306 3600 3785 3800 － 3735 3322 3320 3370 － － －
3142
以上

外径 1046 1053 1146 1205 1210 － 1189 1057 1057 1073 － － －
1000
以上

測定
位置

先端
部

GL-
15.5m

GL-
14.5m

GL-
13.5m

GL-
12.5m,

GL-
11.5m

GL-
10.5m

GL-
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6.5m

GL-
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4.0m

基準
値

1 100 100 100 135 130 130 140 130 135 140 130 105 100

2 125 100 105 110 130 － 150 140 145 140 125 115 130

3 130 125 190 220 200 180 210 110 110 110 145 145 140

4 110 140 180 220 200 190 180 120 100 120 140 140 110

平均 116 116 144 171 165 163 170 125 123 128 135 126 120

外
径
(㎜)

か
ぶ
り
厚
さ
(㎜)

70
以上

コンクリート ： Fc=60N/mm2

鋼　管 ： SKK490

コンクリート ： Fc=60N/mm2

鋼　管 ： SKK490

比率 比率

実験値 設計値 計算値 実験値 実験値

(kN･m) (kN･m) (kN･m) 設計値 計算値

3592.2 2807.6 3349.2 1.28 1.07

終局曲げモーメント
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